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研究要旨 

研究 1．自己検査キットによる検査機会の拡大と血清行動疫学調査の実施 

aktaにて平成 30 年度末までに 990キットを配布、ACCにて 790件のスクリーニング検査を実施

した。検査結果と行動調査のリンクも 97％の対象者から同意を得た。全配布機会でぷれいす東京

の相談員が常駐し、全受け取り者の 20％が利用した。akta でのキット受け取り者の 24％が本検

査が生涯初検査機会と回答した。ハッテン場でも 2 回プログラムを実施し 49 件配布した。2019

年 2月には那覇市コミュニティセンターmabui でも実施し 22名のキット受け取りがあった。 

研究 2．地方における新たな検査機会の開発-医療者からの検査推奨による MSMの検査受検環境改

善‐ 

沖縄県内の 25救急告示病院中 20施設が参加する研修会を実施した。本研究班で開発した HIV感染症

早期診断の手引きを医師会の協力も得て 2000 部配布した。NGO からも急性感染期に関する知識普及を

SNSツールを用いて実施した。初年度試行したコミュニティセンターmabuiでの MSM限定の HIV梅毒検

査会を、那覇市により実施し 20名の利用があった。 

研究 3. 地方における新たな検査機会の開発‐クリニック・診療所における検査機会の拡大‐ 

「岡山県もんげ～性病検査」は第 1弾は受検者 31人、HIV陽性が１件、梅毒陽性が 6件であっ

た。第 2弾は受検者 34 人、HIV 陽性が 2件、梅毒陽性が 7件であった。新たにクリニックを愛媛

県、広島県(福山市)において開拓し検査を 2 期に分けて実施し、第 1 弾は、受検者 12 人、HIV

陽性が 0件、梅毒陽性が 1件であった。第 2弾は受検者 18人、HIV陽性が 0件、梅毒陽性 1件で

あった。 

研究 4．地方都市での陽性者の検査・予防サービスの接点に関する調査 

中四国、九州ブロックでの HIV治療拠点病院に通院する陽性者へ質問紙を配布し、2019 年 3月

時点で 30件を回収した。ゲイバイセクシュアル男性 22名分のデータの中途解析を実施した。 

研究 5．よりハイリスクな MSM層の解明と有効な介入方法の検討 

インターネット利用に関する項目、Treatment as Preventionや PrEPの知識項目を追加し、中

四国地域および横浜、仙台、名古屋地域で実施した行動データの解析、大阪、沖縄地域ではイン

ターネット調査を実施した。本年度は地域ごとに単純集計で分析した。

研究分担者 

岩橋 恒太 

（特定非営利活動法人 akta理事長） 

健山 正男 

(琉球大学大学院医学研究科・准教授) 

和田 秀穂

（川崎医科大学血液内科学教授）

塩野 徳史 

(大阪青山大学健康科学部看護学科・講師) 
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A.研究目的

本研究の目的は次の 3点である。

１．医療機関と NPO aktaが連携して開発した

自己検体採取キットの配布と検査、結果通知

がパッケージ化されたシステムを活用し、ハ

イリスク MSMの検査推進を図る。また受検者

の HIV感染ステータスと行動データをリンク

させた血清行動疫学調査を実施する。 

2. 地方都市で、公的機関以外の医療機関等を

活用した新たな HIV検査の提供体制を整備し、

対面型の接触を避ける MSMへの検査促進を行

う。 

3. 当事者 NGOが協働し、従来の介入が届きに

くかったハイリスクな MSMのインターネット

サービスの利用状況を含む実態把握と有効な

介入を試行する。 

B.研究方法

研究 1．自己検査キットによる検査機会の拡

大と血清行動疫学調査の実施 

研究分担者 岩橋恒太 

医療機関（国立国際医療センター：ACC）と

NPOが連携した検査「HIVcheck.jp」を活用し

て実施する。 

本検査は、原則下記の流れで実施する。①

NGO スタッフが対面で自己穿刺の方法、結果

告知から診療機関受診の流れを説明し、キッ

トを配布し自記式質問紙調査への回答協力を

依頼。②受検者は後日自己穿刺血を ACCに郵

送。③ACC でのスクリーニング検査結果は、

受検者固有のIDとパスワードを専用WEBサイ

トに入力することで検査結果ページにアクセ

スが可能とする。④スクリーニングで要確認

となった場合は、医療機関の予約と受診につ

なぎ、確定検査で陽性の場合には HIV専門医

療機関を紹介。⑤配布日には相談スタッフを

常駐させ WEBサイトには検査・相談・医療に
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関する情報サイトをリンクし、支援環境の周

知を行う。 

H30 年は、首都圏のコミュニティセンター

akta とゲイ向け商業施設、沖縄県でキットの

配布と質問紙調査を実施する。1,000件/年の

検査を提供し、有病割合を算出し、行動疫学

調査を実施する。H30 年はコミュニティセン

ターakta と都内のゲイ向け商業施設ハッテ

ン場での配布を 2回行う。また受検者の検査

結果と質問紙調査データをリンクして分析を

行う。H31年 2月に沖縄コミュニティセンター

mabuiで検査キットの配布・初回評価を行う。 

研究 2．地方における新たな検査機会の開発

‐医療者からの検査推奨による MSMの検査受

検環境改善‐ 

研究分担者 健山正男 

地方在住の自発的な検査行動に至りにくい

MSM の背景をコミュニティベースの質問紙調

査で把握する。医療者を対象に HIV早期診断

の啓蒙、急性感染症状を呈する MSMへの検査

勧奨を医療関係者とコミュニティ両方に対し

て実施する。 

調査地域：沖縄県 

H30 年度は救急告知病院での HIV 早期診断

の啓蒙のための研修と啓発資材の配布、MSM

向け商業施設での急性感染期の知識の浸透度

評価の調査、コミュニティへのバナーを活用

した啓発を実施する。コミュニティセンター

での MSM限定検査を保健所が主体になり実施

する。 

研究 3. 地方における新たな検査機会の開発

‐クリニック・診療所における検査機会の拡

大 

研究分担者 和田秀穂 

岡山県での医療機関を活用した MSM向け検

査モデルを中四国ブロックにて普及させ、受

検者動向調査、コミュニティベース調査によ

り評価を行う。 

調査地域：岡山県、愛媛県、広島県、その

他中四国ブロック 

H30 年度は新たに愛媛県、広島県での民間

医療機関を開拓し、MSM にむけて二期に分け

て検査提供を実施する。また香川県での新規

機関開拓、インターネットを活用した CBOの

広域広報により本プログラムの中四国全体へ

の浸透・定着を図る。受検者への質問紙調査、

行政への検査機関別 HIV/AIDS 報告件数、コ

ミュニティでの横断調査により効果評価を行

うものとする。 

研究 4．地方都市での陽性者の検査・予防サー

ビスの接点に関する調査 

研究分担者 金子典代 

横断型自記式質問紙調査により、拠点病院

等に通院する HIV陽性者を対象に、感染判明

前の検査、医療機関の利用、予防啓発との接

点を把握し、地方都市での早期検査勧奨の考

案、ハイリスク MSMの実態把握と有効な介入

の考案に活用する。H30 年度は中四国、九州

ブロックそれぞれの拠点病院において質問紙

の配布回収、中間解析を実施する。 

研究 5．よりハイリスクな MSM 層の解明と有

効な介入方法の検討 

研究分担者 塩野徳史 

H30 年度は初年度に中四国、仙台、横浜の

ゲイコミュニティにて回収した 896件のデー

タの解析、大阪、沖縄、東海地域でデータを

収集する。全国の 7つの NGOと連携し、検査

未受検の理由や MSM向けインターネットサー

ビス利用状況把握に焦点を当てた横断型自記

式質問紙調査を実施する。 

調査地域：東北、首都圏、横浜、東海、大

阪、中四国、沖縄 

 (倫理面への配慮) 

研究計画については、研究者が所属または

外部委託する研究機関において倫理審査を受
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けて実施する。本研究は血液検査が含まれて

おり、協力依頼時には訓練された専門のス

タッフが書面および口頭によって説明し、研

究主体、研究目的、調査参加の任意性、予想

されるメリット、デメリット、厳密な個人情

報の保護、不参加の際に不利益を受けないこ

と、途中での中止の自由について十分に理解

を得たのちに同意を得たうえで実施する。 

C.研究結果

研究 1．自己検査キットによる検査機会の拡

大と血清行動疫学調査の実施 

検査結果通知と受診へのつなぎの WEBシス

テムの構築と ACC での基礎検討を終え、H29

年度末（2月 26日）よりコミュニティセンター

akta での検査キットの配布を開始し年度末

まで配布を実施した（2019年も継続して配布

する）。H30年度は、新たに東京都内のハッテ

ン場において検査キットの配布を 2回行った。

2 回配布プログラムを実施し 49 件配布した。

H30 年 2 月から H30 年度末までに 990 キット

を配布、ACC では 790 件のスクリーニング検

査を実施、陽性は H30 年度末までで総計 20

件であった。検査結果と行動調査のリンクも

97％の対象者から同意を得た。全配布機会で

ぷれいす東京の専門相談員が常駐し、20％が

利用した。利用者の 24％が本検査が生涯初検

査機会であった。2019 年 2 月には那覇市コ

ミュニティセンターmabuiでも実施し 22名の

利用があった。 

研究 2．地方における新たな検査機会の開発

‐医療者からの検査推奨による MSMの検査受

検環境改善‐ 

急性感染期を疑う症状をまとめた医療者

向けパンフレットを作製した。沖縄県内の医

療機関にパンフレット 2000部を配布した。コ

ミュニティセンターmabui からも急性感染期

の症状をまとめた情報配信を実施し、検査行

動促進につなげる活動を展開した。また 2018

年 12月にコミュニティセンターmabuiにおい

て、MSM 向けの検査提供を那覇市の検査事業

として行い 20件の利用者があった。 

沖縄県の MSMにおける HIV陽性患者の特性

の分析の結果、MSM 以外のコントロール群に

比して HIV受検率が有意に低いことを示した。

そこで受検の阻害要因を分析したところ、下

記が明らかとなった。 

1. STI有病率は AIDS が有意に高かった。

2. 無症候性キャリアーの受検動機は自主的

が最も高かった。 

3. 対象期間の HIV患者の病期は AIDS が最も

多く、次いで急性 HIV感染症であり、有症状

の患者が診断されていた。 

研究 3. 地方における新たな検査機会の開発

‐クリニック・診療所における検査機会の拡

大 

H30 年度からの中四国地域での検査の拡大

展開のため、香川県や愛媛県と協議が進行し

た。特に愛媛県では、2 施設の参加クリニッ

クが選定され、せとうちクリニック検査とし

て広報展開と検査実施を 2回に分けて実施し

た。「岡山県もんげ～性病検査」は第 1弾は受

検者 31人、HIV陽性が１件、梅毒陽性が６件

であった。第 2弾は受検者 34人、HIV陽性が

2 件、梅毒陽性が 7 件であった。新たにクリ

ニックを愛媛県、広島県(福山市)において開

拓し検査を 2期に分けて実施し、第 1弾は、

受検者 12 人、HIV陽性が 0件、梅毒陽性が 1

件であった。第 2弾は受検者 18人、HIV陽性

が 0件、梅毒陽性 1件であった。 

研究 4．地方都市での陽性者の検査・予防サー

ビスの接点に関する調査 

中四国、九州ブロックでの HIV治療拠点病

院に通院する陽性者へ質問紙を配布し、2019

年 3月時点で 30件を回収した。ゲイバイセク

シュアル男性 22 名分のデータの中途解析を

実施した。地方都市では急性感染症状を発症
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した際に病院を受診しても HIV検査を勧めら

れていない可能性があることが示唆された。

陽性判明前に検査を受けたことがあるものは

23％であった。HIV の感染経路や予防方法に

ついての知識はあるものの、HIV 治療薬の進

歩による延命効果や、医療費の助成制度の認

知は低いことが示唆された。 

 

研究 5．よりハイリスクな MSM 層の解明と有

効な介入方法の検討 

 全国の NGOと協働し、よりハイリスクな層

を明確化するために、インターネット利用に

関する項目、TasP、PrEPに関する知識につい

て尋ねる質問項目も加え、新たな質問紙を作

成し調査を実施した。初年度の横浜、東北地

域での質問紙調査データ（N=896）の年齢別解

析を進めた。地方都市居住 MSMにおいても HIV

治療・予防の新しい知識(TasPや U=U 等)の保

有は検査行動に正に関連することを示した。

H30 年度は沖縄、大阪でもインターネット調

査を実施した（N=400）。東海地域でもデータ

を収集した。 

 

D.考察 

研究 1は、最終年度も、目標配布数達成に向

け、広報と配布を強化する。H31 年度はハッ

テン場での配布を終え、地方都市での実施予

定 で あ る 。 首 都 圏 で 展 開 し て き た

「HIVcheck.jp」が他地域でも実施可能かの検

証を進めていく必要がある。スクリーニング

陽性者の確認検査のための医療へのつなぎを

向上できるよう、検討を重ねていく。またハ

イリスクな MSMへ本検査を届けるための広報、

配布場所のあり方も引き続き検証していく。

研究 2 については、HIV 早期診断のために、

医療者への適切なタイミングでの検査勧奨の

促進、MSM コミュニティへの急性感染期症状

の知識普及の取り組みを実施できた。最終年

度はこの介入の効果を評価していく。また沖

縄県の HIV陽性者の MSMと非 MSM の比較分析

から、MSMにおいては、HIV受検率が有意に低

いことを示した。無症候性の HIV患者を効果

的に受検行動に誘導するプログラムの開発が

重要である。研究 3は新たにクリニックを開

拓することができた。中四国は当事者 NGOの

活動基盤も脆弱であるため広域連携など工夫

をしながら、本検査の定着を図っていく必要

がある。研究 5では、全国 NGOと協働し、質

問紙調査結果に基づき、検査未受検層、ハイ

リスク層を明確化していく。抗 HIV薬の服薬

治療により、ウイルス量が検出限界未満を維

持することで、他者に感染させる可能性がほ

ぼなくなるといった新しい知識の保有と検査

行動の正の関連も示された。これらの新しい

知識の普及とともにハイリスク MSM層へ届く

介入方法も検討していく。 

 

１） 研究成果の学術的・国際的・社会的意義

について 

 わが国では未達成である「９０％の陽性者

が自身の感染ステータスを把握する状況」の

到達のためにも、self-testingの手法の一つ

である「HIVcheck.jp」が MSMコミュニティに

て浸透しうるかを検証する試みは社会的にも

意義が高い。地方都市では、急性感染期の医

療機関の早期受診の促進、医療者からの適切

な時期に検査勧奨を行うことはきわめて重要

である。医療とコミュニティが協働し、医療

者、MSM コミュニティ双方に働きかける社会

的意義は大きい。NGO、行政、医療の連携によ

る民間クリニックを活用した MSMへの HIV検

査の事業化に成功したモデル事例を周辺県に

も拡大させることは、他の地方都市にもモデ

ルになりうる。従来の商業施設ベース型の介

入が届きにくかったハイリスク MSMの実態把

握や介入開発は日本では未実施であり社会的

意義は高い。 

今後の展望について、本研究の成果により、

新たな検査の手法の事業化や MSM向けの検査

機会拡大、全国での地方都市の検査体制の整
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備、介入の展開につないでいくことが期待さ

れる。 

 

E.結論 

 研究は総じて計画通りに進行した。最終年

度に向けて首都圏での「HIVcheck.jp」がコ

ミュニティセンター以外でも実施できうるか、

地方都市の MSM コミュニティにて浸透しうる

か、より検査が必要な MSMの検査機会の拡大

につながりうるかの検証を行う。また行政や

医療機関にも幅広く成果を公表し、今後の検

討へつないでいく。沖縄県、中四国での医療

機関等を活用した検査促進も、NGO と行政と
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